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④   生産額／二酸化
炭素排出量比率の

直近期末比

181,818,182

100.00%

事業完了１年後 事業完了２年後

令和６年８月期

（例：令和６年７月期）

令和７年８月期
※__部分要記載

①   生産額
（円）

②   二酸化炭素
排出量
（tCO2）

直近期末※１

令和５年１月期

（例：令和５年１月期）

※　補助事業は、実績報告提出期限（第３次募集分：令和５年９月29日）までに完了する必要があります。

12,000,000,000

66

エネルギー使用量入力表(1～３ヶ月分の使用量を入力してください。)

1000

（様式第１号の２の６）

生産額／二酸化炭素排出量の比率向上計画

※１　申請時の直近の決算期を記入してください。直近の決算書を根拠資料として添付

    してください（営業活動の状況がわかる書類との兼用可）。

↑

要記載

エネルギー
の種類

電気

次ページあり

※　補足説明など、適宜資料を添付してください。

次ページあり

【特別枠④カーボンニュートラル枠】

第３次　富山県中小企業ビヨンドコロナ補助金　事業計画書

（例：令和７年７月期）

事業完了予定：令和５年８月（例：令和５年７月）

※　記入欄は、適宜拡張してください。複数ページにわたって構いません。また、別紙による説明も可能です。

③   生産額／二酸化
炭素排出量比率

区分

ガソリン

軽油

LPガス

都市ガス

A重油

灯油

電気

LPガス

都市ガス

A重油

灯油

ガソリン

軽油

kWh

㎥

㎥

L

L

L 1000

10001000

0 0

100 0.096665100

0.0161 tC/GJ

0.0136 tC/GJ

③

GJ/kL

GJ/kL

0.0187

L

0.00

0

1000

44/12

②

単位発熱量

50.8

二酸化炭素排出量
(tCO2)

①×③

0.47

排出係数 換算係数

④

0.00

GJ/kL

0.000469 tCO2/kWh

5.50

令和　年　月 令和　年　月
①

合計

単位変更
LPガス㎥→ｔ
都市ガス㎥
→千N㎥

GJ/t

GJ/千N㎥

GJ/kL

1000

例:令和４年11月 例:令和４年12月 例:令和５年１月

令和４年11月

0

二酸化炭素排出量算定表

エネルギー
の種類

①×②×③×④

①×②×③×④

tC/GJ

44.8

39.1

36.7

34.6

0.0189 tC/GJ

0.0185 tC/GJ

0.0183 tC/GJ

37.7

2.49

①×②×③×④

2.32

①×②×③×④

0.00

①×②×③×④

0.22

①×②×③×④

(a)

エネルギー使用量１ヶ月分入力の場合

(a)×１２（１年単位に換算）

記入例：【生産額／二酸化炭素排出量の比率向上計画】
生産額/二酸化炭素排出量の比率向上計画の比率算出を1年分(１期分)とし、エネルギー使用量１ヶ月分入力の場合

「①生産額」は直近決算期の売上高をご記入ください。

「②二酸化炭素排出量」は、次頁の「エネルギー使用量入力表（１～３ヶ月分の使用量を入力してください。）」の欄で１～３ヶ月の任意

の範囲で入力のうえ算出ください。

「②二酸化炭素排出量」の比率算出を１年分(１期分)とする場合、二酸化炭素排出量算定結果(ａ)の１年分への換算方法

エネルギー使用量入力表：１ヶ月分入力の場合⇒(ａ)×12 ２ヶ月分入力の場合⇒(ａ)×６ ３ヶ月分入力の場合⇒(ａ)×４

直近期末決算１年分売上高

決算期に関係なく

完了月から

１年分を予測で記載

左記金額のさらに

１年後分を予測で記載

比率算出を１年分(１期分)とする場合


